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富
永
神
社
は
、
慶
長
八
年
（
一
六
〇
三
）
二
月
三
日
、

下
平
井
村
に
あ
っ
た
「
天
一
王
社
」
の
御
分
霊
を
勧
清

し
、
若
宮
と
し
て
創
建
さ
れ
ま
し
た
。 

は
じ
め
は
「
牛
頭
天
王
社
（
天
王
様
）」
と
称
し
、
御

祭
神
は
「
牛
頭
天
王
」
で
し
た
。 

そ
の
後
、
明
治
元
年
太
政
官
布
告
（
神
仏
分
離
令
）
に

よ
り
、
仏
教
的
な
要
素
を
持
つ
「
牛
頭
天
王
」
は
、
神
社

で
は
使
わ
れ
ず
、
当
神
社
も
明
治
元
年
六
月
、「
富
永
神

社
」
と
改
め
ら
れ
、
御
祭
神
は
、「
須
佐
之
男
命
」
と
な

り
ま
し
た
。 

【
牛
頭
天
王
と
祇
園
祭
】 

 

「
牛
頭
天
王
」
は
、
神
仏
集
合
に
お
け
る
疫
病
除
け
の

神
で
、
釈
迦
生
誕
地
に
あ
る
祇
園
精
舎
の
守
護
神
で
、
古

く
か
ら
疫
病
を
退
散
さ
せ
る
神
と
し
て
絶
大
な
信
仰
を

あ
つ
め
ま
し
た
。
本
地
垂
迹
説
に
お
い
て
は
、「
須
佐
之

男
命
」
が
同
一
の
神
の
異
な
る
姿
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

京
都
の
八
坂
神
社
を
総
本
社
と
す
る
祇
園
信
仰
は
、

疫
病
や
災
害
か
ら
人
々
を
守
る
力
が
あ
る
と
信
じ
ら

れ
、
各
地
の
神
社
で
同
様
の
祭
り
が
行
わ
れ
る
様
に
な

り
ま
し
た
。 

 

富
永
神
社
に
お
い
て
も
、
祇
園
祭
は
重
要
な
お
祭
り

と
な
り
ま
し
た
。 

  

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

                                        

 【
三
月
・
四
月
の
行
事
予
定
】 

【１】

日 

 

「
第
六
十
三
回
式
年
遷
宮
・
第
一
次
お
木
曳
行
事
」
に 

富
永
神
社
の
関
係
者
も
参
加
を
し
ま
し
た 

 

神
社
庁
新
城
支
部
主
催
の
「
第
一
次
お
木
曳
行
事 

参
加
旅
行
」（
総
勢
四
十

名
）
が
、
令
和
八
年
五
月
十
五
～
十
六
日
の
二
日
間
で
企
画
さ
れ
、
富
永
神
社

か
ら
も
夏
目
宮
司
他 

富
永
神
社
崇
敬
者
の
十
二
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

十
五
日
は
二
見
輿
玉
神
社
で
禊
（
み
そ
ぎ
）
を
行
い
、
十
六
日
は
午
前
十
時

頃
よ
り
伊
勢
宮
町
交
差
点
か
ら
外
宮
ま
で
、
二
番
車
を
お
よ
そ
一
時
間
か
け
て

奉
曵
（
ほ
う
え
い
）
し
ま
し
た
。
天
候
に
も
恵
ま
れ
た
素
晴
ら
し
い
二
日
間
と

な
り
ま
し
た
。 

 

 

 

   

※杜だよりへの皆様のご意見、ご提案、記事、写真等のご投稿をお待ちいたしております 

富

永

神

社

と

牛

頭

天

王 

            
 

             

こ
の
扁
額
は
富
永
神
社
が
「
牛
頭
天
王
社

（
ご
ず
て
ん
の
う
し
ゃ
）
」
と
称
さ
れ
て
い
た

頃
、
社
殿
に
掲
げ
ら
れ
て
い
た
も
の
で
、
富
永

神
社
で
大
切
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。 

富
永
神
社
は
、
下
平
井
村
に
あ
っ
た
「
天
一
天

王
社
」
の
御
分
霊
を
勧
請
し
、
若
宮
と
し
て
慶
長

八
年
（
一
六
〇
三
）
二
月
三
日
、
現
在
の
地
に
創

建
さ
れ
ま
し
た
。 

は
じ
め
は
、「
牛
頭
天
王
社
（
天
王
様
）」
と
称

し
、
祭
神
は
「
牛
頭
天
王
」
で
し
た
。 

そ
の
後
、
明
治
元
年
の
太
政
官
布
告
（
神
仏
分

離
令
）
に
よ
り
、
仏
教
的
な
要
素
を
持
つ
「
牛
頭

天
王
」
と
い
う
称
号
は
排
除
さ
れ
、
神
社
名
は
「
富

永
神
社
」
と
改
称
さ
れ
、
祭
神
は
「
須
佐
之
男
命

（
す
さ
の
う
の
み
こ
と
）
」
と
な
り
ま
し
た
。 

「
牛
頭
天
王
」
は
、
釈
迦
生
誕
地
に
あ
る
イ
ン
ド

の
祇
園
精
舎
の
守
護
神
で
あ
り
、
神
仏
習
合
に
お

け
る
疫
病
除
け
の
神
と
し
て
古
く
か
ら
絶
大
な

信
仰
を
集
め
ま
し
た
。
日
本
の
神
話
に
登
場
す
る

「
須
佐
之
男
命
」
は
、
牛
頭
天
王
と
同
一
視
さ
れ
、

明
治
に
な
り
「
牛
頭
天
王
」
を
祀
る
神
社
の
多
く

は
祭
神
を
「
須
佐
之
男
命
」
と
さ
れ
ま
し
た
。 

京
都
八
坂
神
社
も
江
戸
時
代
ま
で
は
、「
祇
園

社
」「
牛
頭
天
王
社
」
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し

た
が
、
明
治
に
な
り
名
称
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。 

八
坂
神
社
を
総
本
社
と
す
る
祇
園
信
仰
は
、
疫

病
や
災
害
か
ら
人
々
を
守
る
力
が
あ
る
と
信
じ

ら
れ
、
各
地
の
神
社
で
同
様
の
祭
り
（
祇
園
祭
）

が
行
わ
れ
る
様
に
な
り
ま
し
た
。 

 

富
永
神
社
に
お
い
て
も
、
祇
園
祭
は
大
事
な
お

祭
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。 
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五
月
三
十
一
日
（
日
）
、
氏

子
総
代
会
と
、
各
区
氏
子

会
会
長
及
び
敬
神
奉
賛
会

の
皆
様
方
の
協
力
を
得

て
、
本
年
度
第
二
回
目
の

除
草
作
業
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
大
変
綺
麗
に
な
り

ま
し
た
。
ご
協
力
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【２】

日 

 
結

婚

式 
六
月
十
八
日
（
木
）
、
椙
田
家
と
加
藤
家
の
結
婚
式
が

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。 

初

参

り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

五
月
二
日
（
土
）
、
森
田
様
の
初
参
り
が
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。 

安

産

祈

願 
 

五
月
二
十
四
日
（
日
）
、
夏
目
様
の
安
産
祈
願
が
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【
御
祈
祷
の
受
付
】 

結
婚
式
、
安
産
祈
願
、
初
宮
参
り
、
金
・
銀
婚
式
、

厄
年
祓
い
、
車
両
交
通
安
全
、
合
格
祈
願
、
作
業
安

全
祈
願
等
ご
祈
祷
の
受
付
を
し
て
い
ま
す
。
ご
祈
祷

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
神
社
会
館
受
付
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

（
電
話
番
号
）
二
二―

一
九
六
九 

（
受
付
時
間
）
月
・
火
・
木
・
金
曜
日 

午
前
九
時
～
十
二
時
・
午
後
一
時
～
三
時 

（
御
祈
祷
料
）
五
千
円
か
ら 

 
 
 
 
 
 
 

 

※
出
張
祭
典
の
場
合
は
別
途
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※杜だよりへの皆様のご意見、ご提案、記事、写真等のご投稿をお待ちいたしております 

「

押

し

絵

」
の
ご
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た 

豊
川
市
樽
井
町
に
お
住
い

の
、
押
し
絵
作
家
・
尾
藤
孝
代

様
か
ら
、
新
城
能
楽
社
の
今
泉

英
三
様
を
通
じ
て
、
能
を
題
材

と
し
た
「
押
し
絵
」
の
ご
寄
贈

を
頂
き
ま
し
た
。 

七
月
一
日
（
火
）
、
尾
藤
様
ご

夫
妻
と
今
泉
英
三
様
の
ご
列

席
の
も
と
「
押
し
絵
奉
納
奉
告

祭
」
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。 

素
晴
ら
し
い
作
品
で
す
。
富

永
神
社
会
館
ロ
ビ
ー
に
展
示

致
し
ま
す
の
で
、
皆
様
に
ご
覧

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

       
 

       

（
右
側
よ
り
）
尾
藤
幹
男
様 

尾
藤
孝
代
様 

今
泉
英
三
様 

         
 

  

「

神

前

幕

」
の
ご
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た 

 

令
和
八
年
四
月
末
で
退
任

さ
れ
た
氏
子
総
代
の
三
名
様

が
、
経
年
劣
化
に
よ
る
痛
み

の
激
し
く
な
っ
た
社
務
所
に

設
置
さ
れ
る
「
神
前
幕
」
の
、

新
調
ご
寄
贈
を
し
て
頂
き
ま

し
た
。 

七
月
一
日
（
火
）
の
月
次
祭

神
事
で
神
様
に
奉
告
し
、
お

祓
い
を
行
い
ま
し
た
。 

早
速
、
祇
園
祭
よ
り
設
置

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

第

二

回

除

草

作

業 

 


